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凡
例 

＊
周
西
地
域
誌
は
周
西
公
民
館
地
域
（
人
見
・
大
和
田
・
坂
田
・
君 

 

津
台
）
を
対
象
と
し
、
第
一
章
～
第
一
一
章
と
資
料
編
で
構
成
し
た
。 

＊
八
幡
製
鐵
㈱
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
り
社
名
が
変
更
さ
れ

た
た
め
適
宜
、
「
新
日
鐵
君
津
」
、
「
新
日
鐵
住
金
」
を
使
用
し
た
。 

＊
本
書
の
記
述
は
つ
と
め
て
常
用
漢
字
・
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
が
、

専
門
用
語
、
人
名
、
地
名
並
び
に
難
解
な
文
字
に
は
適
宜
（ 

）
で

フ
リ
ガ
ナ
を
付
け
、
人
名
は
原
則
と
し
て
敬
称
を
略
し
た
。 

＊
年
号
は
和
暦
を
用
い
、
明
治
時
代
ま
で
西
暦
を
（ 

）
書
き
し
た
。 

＊
本
文
中
の
地
名
・
字
名
は
、
土
地
法
典
（
昭
和
一
〇
年
東
京
湾
要
塞

司
令
部
地
乙
第
三
四
號
許
可
濟
）
を
参
考
に
し
、
地
番
・
メ
ッ
シ
ュ

番
号
の
表
記
に
つ
い
て
は
算
用
数
字
を
用
い
た
。 

＊
地
名
の
大
字
人
見
字
鳥
居
戸
・
字
向
福
田
・
字
川
向
・
字
下
新
川
田
・

字
上
新
川
田
の
地
番
は
、
土
地
法
典
「
人
見
耕
地
整
理
地
区
内
図
」

に
よ
る
。 

＊
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
除
く
数
字
表
記
の
多
く
は
、｢

年｣
→

「
明
治
四
〇

年
」
。「
人
」→

「
二
〇
九
人
」
と
し
た
。
ま
た
、
桁
数
が
多
い
も
の

は
両
表
記
を
用
い
表
し
た
所
も
あ
る
。
た
だ
し
、
数
値
の
あ
と
に
熟

語
的
に
続
く
も
の
は
、｢

周
年｣

→

「
八
十
周
年
」
。「
年
代
」→

「
昭

和
四
十
年
代
」
等
と
し
た
。 

＊
職
業
、
職
種
の
呼
称
な
ど
歴
史
的
用
語
は
、
原
則
と
し
て
記
述
さ
れ

て
い
る
そ
の
時
代
性
を
尊
重
す
る
意
味
か
ら
、
で
き
る
だ
け
原
文
に

忠
実
に
表
し
た
た
め
、
本
文
の
表
記
法
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

＊
引
用
史
料
は
、
原
則
と
し
て
読
み
下
し
、
ま
た
は
意
訳
し
、
適
宜
句

読
点
、
並
列
点
を
付
け
、
短
い
場
合
は
本
文
中
に
「 

」
で
示
し
た
。 

＊
出
典
は
、
適
宜
本
文
中
に
（ 

）
書
き
と
し
、
書
籍
名
・
雑
誌
名
は

『 

』
、
史
料
名
・
論
文
は
「 

」
で
示
し
た
。
元
の
文
の
文
字
に

誤
り
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
っ
て
も
原
文
通
り
と
し
（
マ
マ
）
と
記

述
し
た
。
し
か
し
、
個
人
の
氏
名
の
よ
う
に
動
か
し
が
た
く
、
原
文

に
あ
き
ら
か
な
誤
り
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
訂
正
し
、
特
に

注
記
は
し
て
い
な
い
。 

＊
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
語
句
・
強
調
し
た
い
語
句
・
名
称
・
会
話
・
思

い
・
発
想
な
ど
に
つ
い
て
は
「 

」
、
〝 

〟
で
く
く
っ
た
。 

＊
本
書
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
多
数
の
研
究
書
、
各
県
市
町
村
史

（
誌
）
類
な
ど
に
よ
っ
た
が
、
そ
の
出
展
を
示
さ
な
い
も
の
も
あ
る
。

『
君
津
市
史
』
の
各
刊
名
（
通
史
・
近
世Ⅰ

）
な
ど
は
、
個
別
に
刊

名
を
示
さ
ず
『
君
津
市
史
』
と
し
た
。
ま
た
、『
君
津
郡
誌
・
町
誌
』

も
こ
れ
に
準
じ
た
。 

＊
度
量
衡
に
つ
い
て
は
、
資
料
中
に
使
用
さ
れ
て
い
る
当
時
の
ま
ま
を

用
い
、
現
代
の
単
位
を(

 
)

で
し
め
し
た
部
分
も
あ
る
。 

＊
使
用
し
た
画
像
の
提
供
者
名
、
保
有
者
、
施
設
等
に
つ
い
て
は
、
わ

か
る
範
囲
で
表
記
し
た
が
、
本
会
員
が
所
有
す
る
か
、
出
所
不
明
の

画
像
は
「
周
西
マ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」
で
表
記
し
た
。 

＊
年
表
の
場
所
表
記
は
、
支
障
の
な
い
範
囲
で
字
名
あ
る
い
は
現
在
地

名
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 
 


